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第
六
十
一
条
第
二
号
中
「
前
号
に
掲
げ
る
」
を
「
前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
第
二
号
に
規
定
す
る
」に
改
め
、

同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

三

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
関
し
、
日
本
国
政
府
を
代
表
し
て
行
う
外
国
政
府
と
の
交
渉
及
び
協
力
に
関
す
る
こ
と
（
ア

フ
リ
カ
第
二
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

四

ア
フ
リ
カ
諸
国
に
関
し
、
日
本
国
政
府
を
代
表
し
て
行
う
国
際
機
関
等
へ
の
参
加
及
び
国
際
機
関
等
と
の
協
力

に
関
す
る
こ
と
（
ア
フ
リ
カ
第
二
課
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

第
六
十
一
条
第
一
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

ア
フ
リ
カ
部
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
十
一
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

ア
フ
リ
カ
諸
国
と
の
間
に
お
け
る
対
外
関
係
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
十
二
条
第
一
号
中
「
ア
フ
リ
カ
諸
国
（
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
諸
国
並
び
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、エ
ジ
プ
ト
、チ
ュ

ニ
ジ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
及
び
リ
ビ
ア
を
除
く
。）」
を
「
ア
ン
ゴ
ラ
、
ウ
ガ
ン
ダ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
エ
リ
ト
リ
ア
、ケ
ニ
ア
、

ザ
ン
ビ
ア
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
、
ス
ワ
ジ
ラ
ン
ド
、
セ
ー
シ
ェ
ル
、
ソ
マ
リ
ア
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ナ
ミ
ビ
ア
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、

マ
ラ
ウ
イ
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
及
び
レ
ソ
ト
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
掲
げ
る
」
を
「
規
定

す
る
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
外
務
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
令
及
び
独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

２

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
外
務
省
大
臣
官
房
広
報
文
化
交
流
部
文
化
交
流
課
」
を
「
外
務
省
大
臣
官
房
広
報

文
化
外
交
戦
略
課
」
に
改
め
る
。

一

外
務
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
百
七
十
二
号
）
第
九
条
た
だ
し
書

二

独
立
行
政
法
人
国
際
交
流
基
金
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
四
百
十
一
号
）
第
一
条
第
三
項

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

〇
外
務
省
令
第
十
三
号

外
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
四
号
）
及
び
外
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
九
号
）

を
実
施
す
る
た
め
、
外
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
八
月
一
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

外
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

外
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
外
務
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
条
を
削
る
。

第
八
条
の
見
出
し
中
「
企
画
官
」
を
「
国
内
広
報
室
及
び
Ｉ
Ｔ
広
報
室
並
び
に
企
画
官
」
に
、
同
条
第
一
項
中
「
総

合
計
画
課
に
、」を
「
広
報
文
化
外
交
戦
略
課
に
、
国
内
広
報
室
及
び
Ｉ
Ｔ
広
報
室
並
び
に
」
に
、
同
条
第
二
項
中
「
総

合
計
画
課
」
を
「
広
報
文
化
外
交
戦
略
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
四
項

を
加
え
る
。

２

国
内
広
報
室
は
、
外
交
政
策
及
び
海
外
事
情
に
つ
い
て
の
国
内
広
報
に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
（
Ｉ
Ｔ
広
報

室
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

３

国
内
広
報
室
に
、
室
長
を
置
く
。

４

Ｉ
Ｔ
広
報
室
は
、
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
国
内
広
報
及
び
海
外
広
報
（
海
外
広
報
の
目
的
を
も
っ
て
行
う
資

料
の
作
成
に
関
す
る
も
の
に
限
る
。）に
関
す
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

５

Ｉ
Ｔ
広
報
室
に
、
室
長
を
置
く
。

〇
内
閣
府
、
国
家
公
安
委
員
会
、

法
務
省
、
厚
生
労
働
省

告
示
第
一
号

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入
国
管

理
に
関
す
る
特
例
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
平
成
二
十
一
年
法
律
第
七
十
九
号
）
及
び
国
民
年
金
法
施
行
規

則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
三
十
一
号
）第
二
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
の
た
め
の
施
策
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
（
平
成
二
十
年
内
閣
府
、

法
務
省
、

国
家
公
安
委
員
会
、

厚
生
労
働
省

告
示
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
公
表

す
る
。平

成
二
十
四
年
八
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

松
原

仁

法
務
大
臣

滝

実

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

第
２
の
７
の
（
２
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

]
被
害
者
等
に
係
る
情
報
の
保
護

被
害
者
の
自
立
の
支
援
に
お
い
て
も
、
被
害
者
及
び
そ
の
関
係
者
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
被
害
者
の
住
所

や
居
所
は
も
と
よ
り
、
被
害
者
の
支
援
を
行
う
施
設
や
団
体
の
所
在
地
等
、
被
害
者
等
に
係
る
情
報
の
管
理
に
細

心
の
注
意
が
求
め
ら
れ
る
。
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
被
害
者
の
支
援
に
か
か
わ
る
関
係
機
関
等
に
対
し
、

被
害
者
等
に
係
る
情
報
管
理
の
徹
底
を
呼
び
掛
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
被
害
者
に
対
し
、
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
等
に
関
し
、
被
害
者
を
保
護
す
る
観
点

か
ら
、
以
下
の
措
置
が
執
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
事
案
に
応
じ
、
情
報
提
供
等
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
ア
措
置
の
目
的

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
及
び
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
被
害
者
を
保
護
す
る
た
め
、
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
の
写

し
の
閲
覧
、
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
及
び
戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
に
つ
い
て
、
不
当
な
目
的
に
よ
り
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
。

イ
申
出
の
受
付

市
区
町
村
長
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
及
び
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
被
害
者
か
ら
、
ウ
に
掲
げ
る
支
援
措
置

の
実
施
を
求
め
る
旨
の
申
出
を
受
け
付
け
る
。

申
出
を
受
け
付
け
た
市
区
町
村
長
は
、
警
察
、
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
意
見
を
聴
き
、
又
は
裁
判
所
の
発
行
す

る
保
護
命
令
決
定
書
の
写
し
若
し
く
は
ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
に
基
づ
く
警
告
等
実
施
書
面
等
の
提
出
を
求
め
る

こ
と
そ
の
他
適
切
な
方
法
に
よ
っ
て
支
援
措
置
の
必
要
性
を
確
認
し
、
市
区
町
村
長
に
お
い
て
判
断
を
行
う
。

こ
の
支
援
措
置
の
必
要
性
の
確
認
に
当
た
っ
て
は
、
被
害
者
の
負
担
の
軽
減
に
留
意
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
文
化
交
流
課
」
を
「
文
化
交
流
・
海
外
広
報
課
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
日
中
経
済
室
並
び
に
」
を
削
り
、
同
条
中
「
中
国
・
モ
ン
ゴ
ル
課
」を「
中
国
・

モ
ン
ゴ
ル
第
一
課
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
日
本
国
と
中
国
と
の
間
の
外
交
上
の
問
題
に
関
す
る
」
を
「
中
国
・

モ
ン
ゴ
ル
第
一
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
二
項
と
し
、
第

五
項
を
第
三
項
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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